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数理解析研究所講究録は，京都大学数理解析研究所の共同利用研究集会および共同

研究の記録として1964年に刊行が開始されました．現在の共同利用・共同研究拠点

（2010年発足）の前身である，全国共同利用研究所として当研究所が発足した翌年

のことでしたが，以来半世紀，毎年数十巻を刊行し，2012年には第1800巻が刊行さ

れるに至りました．第1巻から第1840巻までに収録された論文数は26,808編，総頁 

数は317,199頁という膨大なものであり，最先端の数学・数理科学分野の研究状況 

を伝えるのみならず，我が国の数学・数理科学の発展の歴史を留める文献として， 

他に類例を見ない論文集となっています． 

 

講究録の内容は当研究所のウェブサイトおよび京都大学の学術情報リポジトリにお

いても公開され，年間の総アクセス数は1,254,383回（2012年度）を数えるなど，多

数の方にご利用いただいています． 

 

講究録の使用言語は論文著者の判断に任されていますが，結果的に日本語が多用さ

れていることが特徴の一つとなっています．その結果，講究録は，数学・数理科学

の広い領域における最先端の専門知識に母国語でアクセスできるものとして，近年

の英語化の流れの中で，重要な文献となりつつあります． 

 

当研究所の共同利用事業に参加し講究録の論文を執筆していただいた多数の方々に

対し，講究録を大きく成長させていただいたことを深く感謝いたしますとともに， 

これからも，当研究所の共同利用・共同研究拠点としての活動にご参加いただき， 

講究録の発展にご協力いただけますよう心よりお願い申し上げます． 
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はじめに

今冊は,「小松校訂本,その31 を数理解析研究所講究録2025として刊行する

ものである.その内容は、巻之十形法,巻之十,角法,巻之十二形率,巻之十三求
積·巻之十四·巻之十五の形巧であり,中集の後半に相当する. これらは幾何学的
な数学を対象としている

小松彦三郎先生は, 1998年4月より2006年3月まで8年間,東京理科大学理系
大学院理数教育専攻で研究教育に従事されたとき,学生たちと共に数学史の研究
の研究を行った· リーマンやフーリエの原著を精読し和訳を作るなど,西洋数学

史の研究もされたが,和算の重要文献である「三部抄』、「綴術算,、「大成算経』
を読み解くことに着手された, とくに,「大成算経』は20巻からなり全部で約900
Jの大部な数学書であるので,「大成算経』全巻を読み通し、その内容を精査す
ることは十分になされてこなかった.小松先生は約20種の手稿本を読み比べ,漢
字を比定し,後学の徒の研究の足掛かりにするために,原文(漢文)のテキストを
作成された.それがここに公表する校訂本である.詳しくは,小松彦三郎:『大成
算經』校訂本作成の現状報告3を参照されたい

小松先生は,この業績は彼個人のみに帰するものではなく,当時の東京理科大学
生たちにも帰すべきものであると力説されている.そこで,数理解析研究所講究

録に発表された彼らの論文[12]~ [18]を以下に引用して,彼らの功績の一端を顕彰
したい

English Introduction

This issue is Part 3 of the Taisei Sankei, text collated by Komatsu Hikosaburo,
which is published in 4 separate parts (Part 1 [6], Part 2 [11], Part 3 (this issue)
and Part 4 (next issue)
While Komatsu was a professor at Science University of Tokyo (April 1998
March 2006), he devoted himself to the research of the history of mathemat-

ics, among others, he read, compared several manuscripts of the Taisei Sankei

carefully and collated the text (see [3])
He is insisting that this work was a fruit of collaboration with his graduate

students at Tokvo University of Science. Some of them reported theirresult at

RIMS symposia (12j, |131, 114, 115j, 116], [17] and [18])

March 10, 2017

Morimoto Mitsuo |森本光生
Seki Kowa Institute of Mathematics, Yokkaichi University
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